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    三重県勤労者大会　兼　全日本勤労者弓道選手権大会県予選会 　実施要項

　１．主　　催　　三重県弓道連盟

　２．期　　日　　令和　８年　３月　２２日（日）

　　　　　　　　　　　受付）８時４５分から９時１０分まで

　　　　　　　　　　　監督会議）９時１５分から９時２５分　　開会式）９時４０分

　３．会　　場　　鈴鹿市武道館（鈴鹿市江島台二丁目6-1）

　４．競技種目　　近的競技（団体）

　５．競技方法　　的中制　　３人立２射場（坐射）

　　　　　　　　１）予選：各自四ツ矢２回　２４射／チーム

　　　　　　　　　　＊上位５チームが決勝リーグ進出

　　　　　　　　２）決勝：各自四ツ矢１回　１２射／チーム　リーグ戦

　　　　　　　　　　＊予選・決勝とも行射制限時間は７分３０秒以内とする

　　　　　　　　　　＊７分で予鈴（１音）、７分３０秒で本鈴（２音）にて合図する

　　　　　　　　　　＊本鈴と同時又は本鈴後に射離した矢は無効とする

　６．表　　彰　　１位・２位　　　

　７．参加資格　　県内の同一の官公庁・企業等に所属する者（除 非常勤・嘱託）かつ三弓連会員に

　　　　　　　　　登録済みの者、また全日本勤労者弓道大会（以下、全勤大会）に参加意思ある団体

　　　　　　　　　　＊３名／チーム（２名以上でチームと認める　男女混成可）

　　　　　　　　　　＊補欠の登録を認める

　　　　　　　　　　＊各チーム、監督の配置に努めること（不在の場合は進行委員が代行する）

　８．適用規則　　公益財団法人全日本弓道連盟「弓道競技規則」に準ずる

　９．参加申込　　申込書や参加費を各支部でとりまとめ、以下の方法にて提出・支払い

　　　　　　　　「申込書」　競技部事務局あて電子メールにて提出

　　　　　　　　　　　　　　E-mail：gamedpt39ren@yahoo.co.jp

　　　　　　　　　　　＊申込書のファイル名、メールの件名は、以下のようにお願いします

　　　　　　　　　　　　【○○支部←支部･団体名】申込書（勤労者大会）

　　　　　　　　「参加費」　ゆうちょ銀行の指定口座に振込み

　　　　　　　　　　　　　　名義：三重県弓道連盟競技部

　　　　　　　　　　　　　　記号･番号：00810－6－213890

１０．参 加 費　　１５００円／チーム

１１．締 切 日　　令和８年２月２０日（金）必着

＊支部〆切：　月　　日（　）

１２．そ の 他  １）チームのメンバー変更は、当日の受付時に文書にて申し出ること

　　　　　　　　　　申込み締切日以降の補欠選手の補充・登録は認めない

　　　　　　　　２）選手の途中交代、立順の変更は認めない

　　　　　　　　３）四ツ矢の他に予備矢２本を持参すること

　　　　　　　　４）上位２チームは全勤大会（　令和８年６月日程未定　宮崎県）の県代表とする

　　　　　　　　　　＊同一官公庁・企業等から２チームの参加を許可する

　　　　　　　　５）大会結果や競技風景の写真等について、申込書の提出をもって、三弓連ホーム

　　　　　　　　　　ページ等への掲載及び各メディアへ提供の承諾を得たものとする。

　　　　　　　　　　なお、不都合のある者は、競技部事務局まで申し出ること



監督会議（9時15分～　道場内）

開会式（9時40分～） 開式通告 放送委員

国旗に儀礼、挨拶 大会会長

競技上の注意（監督会議で説明済み）

閉式通告、一同礼 放送委員

競技（10時00分～） 団体競技  的中制、3人立2射場、坐射

予選：各自四ツ矢２回　２４射／チーム

　上位５チームが決勝リーグ戦進出

決勝：各自四ツ矢１回　１２射／チーム　リーグ戦

　＊予選・決勝とも行射制限時間は７分30秒以内

＜進行予定＞

予選 10時00分～11時00分

決勝抽選会 11時10分～11時20分

昼食休憩 11時20分～12時00分

決勝リーグ 12時10分～14時00分

閉会式（14時00分～） 開式通告

成績発表・表彰 競技委員長

講評・大会会長挨拶 大会会長

国旗に儀礼 大会会長

閉会通告、一同礼

： 伊 藤 徹

： 北 川 正 明

： 西 山 孝 文 　

総 務 委 員 ：
金 田 靖 弘
( 兼 )

松 鹿 友 子
( 兼 )

（受付･弁当）

： 土 田 啓

審 判 委 員 長 ： 東 嘉 樹

射 場 審 判 委 員 ： 東 嘉樹(兼) 大市 奈穂子

的 前 審 判 委 員 ： 中 本 伸 東 郁 子

運 行 委 員 長 ： 土田 啓(兼)

射 場 委 員 長 ： 佐 藤 篤 哉

進 行 委 員 ： 佐藤篤哉(兼) 鎌 田 京 子

記 録 ･ 掲 示 委 員 ： 松本 明香里 下村 亜都子

放 送 計 時 委 員 ： 佐 藤 博 子 東 香 美

的 前 委 員 長 ： 西 岡 泰 成

的 前 ･ 看 的 委 員 ： 有 薗 美 恵 天 野 学 林 一 美

場 外 委 員 長 ： 金 田 靖 弘

招 集 委 員 ： 松 鹿 友 子

【　大　会　次　第　】

競 技 委 員 長

【　大　会　役　員　】

名 誉 会 長

大 会 会 長

総 務 委 員 長



競技進行スケジュール

受 付   8:45～9:10

監 督 会 議   9:15～

役 員 打 合せ   9:30～

開 会 式   9:40～

予 選 招 集   9:50

予 選 10:00～11:00 【選手用】

抽 選 11:10～

昼 休 憩 11:20～

決 勝 招 集 12:00

決勝リーグ戦 12:10～14:00 ２試合毎に５分休憩（競射延長後も休憩あり）

　決勝リーグ競技順序（先立の勝敗・退場宣言に合わせ次立が入場する）

抽選番号
試合順

第1試合 12:10 まえ うしろ

第2試合 12:19 まえ うしろ

休憩 （5分）

第3試合 12:33 うしろ まえ

第4試合 12:42 まえ うしろ

休憩 （5分）

第5試合 12:56 まえ うしろ

第6試合 13:05 まえ うしろ

休憩 （5分）

第7試合 13:19 まえ うしろ

第8試合 13:28 まえ うしろ

休憩 （5分）

第9試合 13:42 うしろ まえ

第10試合 13:51 うしろ まえ

終了予定 14:00

行射時間： 0:09
休　　憩： 0:05

閉 会 式 14:00～

⑤チーム
開始予定時刻 ①チーム ②チーム ③チーム ④チーム



1 競技の説明

1） 競技は、団体競技  的中制、3人立2射場、坐射で行う。
予選・決勝とも、競技における行射の要領とする。なお、的間隔は１.８ｍとする。

2） 各チームの1番（欠場の場合は一番前）の選手は、必ずゼッケンを付けること。

3） チームで欠員が出た場合、2名のチームは団体としての参加を認める。なお、選手変更（補欠登録者に限る）
は、受付時にプログラムに添付の書面にて申し出ること。ただし、選手の立順変更は認めない。

4） ＜予選＞

① 各自四ツ矢2回、１チーム24射で行う。
的中数上位5チームを決勝リーグ進出とする。

② 制限時間は、7分30秒とする。
・制限時間の計時は、進行委員の「始め」の合図により開始する。
・制限時間30秒前に予鈴としてベルを1音、制限時間超過時に本鈴としてベルを２音鳴らす。
・本鈴と同時に射離した矢は無効とする。
・制限時間超過後に射離した矢は無効、残った矢は失権とする。
・射場審判委員から行射停止指示が出た場合は、制限時間の規定を適応しない。
・弦切れ等、自チーム内に起因する事故の処理は、制限時間内で行う。
・弦切れ時の弦の交換は各チームの監督（監督不在の場合は進行委員）が行う。
・なお、進行委員の対応への苦情等は受け付けない。（替弦、替弓は入場口前に置き移動しません。）

③ 決勝リーグ進出決定のための同中競射は、各自１射にて、的中数の多いチームを上位とする。

5） ＜決勝リーグの抽選＞

① 決勝リーグの位置は、くじ引きによる抽選とする。

② 決勝リーグの抽選は、予選立順の早いチームから順にくじを引く。

6） ＜決勝リーグ戦＞

① 決勝リーグの対戦は、２チーム同時に行射する。

② 各自四ツ矢1回、１チーム12射で行う。

③ 制限時間は、7分30秒とする。
・制限時間の計時は、進行委員の「始め」の合図により開始する。
・制限時間30秒前に予鈴としてベルを1音、制限時間超過時に本鈴としてベルを２音鳴らす。
・本鈴と同時に射離した矢は無効とする。
・制限時間超過後に射離した矢は無効、残った矢は失権とする。
・射場審判委員から行射停止指示が出た場合は、制限時間の規定を適応しない。
・弦切れ等、自チーム内に起因する事故の処理は、制限時間内で行う。
・弦切れ時の弦の交換は各チームの監督（監督不在の場合は進行委員）が行う。
・なお、進行委員の対応への苦情等は受け付けない。（替弦、替弓は入場口前に置き移動しません。）

④ 行射後は本座に戻り、的中結果（対戦結果）の宣言を確認したのち、退場する。

⑤ 決勝リーグの対戦で同中の場合は、1本競射（各自１射・1チーム3射）を行う。

⑥ 決勝リーグ戦での順位は、以下により決定する

ア）勝ち数　　イ）総的中数　　ウ）直接対決の勝敗　※巴戦の場合：1本競射（各自１射・1チーム3射）

7） ＜表彰＞

① 2位まで表彰する。

② 上位2つの事業所を、全日本勤労者弓道選手権大会の県代表とする。
　※ 県代表は、１事業所２チームまでの参加を認める。
　※ 補欠チームも決める。

2 競技上の注意及びお願い

1） 控えは、第2控まで招集する。競技役員の指示に従うこと。

2） 射終わったチーム、試合を終えたチームで、矢取りの協力をお願いします。

3） 弓矢・替弦などの忘れ物や間違いがないよう注意すること。

4） 開会式だけでなく、表彰式・閉会式にも原則全員参加してください。

5） 競技終了後、受付を行った場所付近にゼッケンを返却すること。（順番に並べる）

以　上

全日本勤労者弓道選手権大会県予選会　競技説明と注意事項    （監督会議資料）

本大会は、全日本弓道連盟競技規則及び大会実施要項による。



順位 的中

1
2
3
4
5
6

1 2 3 4 計 5 6 7 8 計 1 2 3

1 芝原　輝 しばはら　ひかる 弐段

2 植村　竜弥 うえむら　たつや 弐段

3 田中　陽子 たなか　ようこ 錬士五段

1 小林　正司 こばやし　せいじ 弐段

2 青沼　柊 あおぬま　しゅう 無

3 大原　洋児 おおはら　ようじ 四段

1 薄　光佑 うすき　こうすけ 参段

2 馬岡　強 うまおか　つとむ 弐段

3 森　祥彦 もり　よしひこ 無

1 小川　真広 おがわ　まさひろ 参段

2 城戸　直幸 きど　なおゆき 初段

3 吉行　卓市 よしゆき　たくいち 参段

1 奥田　佳和 おくだ　よしかず 錬士五段

2 小島　芯 こじま　しん 初段

3 奥田　智裕 おくだ　ちひろ 錬士六段

1 伊藤　香穂 いとう　かほ 参段

2 山口　万佑佳 やまぐち　まゆか 弐段

3 森　直紀 もり　なおき 教士六段

安永A,B 藤井　孝行 ふじい　たかゆき 四段

三重県庁A,B 實義　徳真 みよし　とくま 初段

チーム 競射 選手

中部電力 芝原、植村、田中

本田技研 小川、城戸、吉行

安永A 奥田、小島、奥田

三重県庁B 小林、青沼、大原

安永B 薄　、馬岡、森　

【選手用】 伊藤、山口、森　

令和7年度　全日本勤労者弓道選手権大会三重県予選会 予選記録

立順 チーム名 № 選手名 よみがな

1 中部電力

団
体
順
位

団体競射 順
位

決勝
No.

称号段位
１回目 ２回目 小

計
合
計

3 安永Ｂ

2 三重県庁B

5 安永Ａ

4 本田技研

6 三重県庁A

補欠

決勝リーグ戦　対戦表

チーム名 ① ② ③ ④ ⑤ 勝 負 的中 順位

①

②

③

④

⑤

選手名
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チーム名 No 選手名
決勝競射
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